
今月のねらい 
ぶどうぐみ 

◇冬の自然に触れ、戸外で体を十分に動かして遊 

ぶ。 

◇保育者や友だちとのやり取りを通して、気持ちを 

伝えることを楽しむ。 
 
はとぐみ 

◇生活リズムを整え、寒い時期を元気に過ごす。 

◇気持ちを受け止められることで、安心感や充実感 

を持って過ごす。 
 
ひつじぐみ 

◇自分の思いや経験したことを話し、伝わる喜びを

味わいながら楽しむ。 

◇生活リズムを整えながら、寒さに負けず戸外で遊

び、健康に過ごす。 
 
ゆりぐみ 

◇日本の伝統文化について興味を持ち、お正月遊び

を友だちと楽しみながら、関わりを深めていく。 

◇冬の自然現象に関心を向け、寒さに負けず戸外遊 

びを楽しんだり、自分たちで工夫しながら遊びを 

広げていく。 
 
ばらぐみ 

◇必要な生活習慣を身につけ、健康に過ごす。 

◇遊びのルールを守りながら、気の合う友だちと一

緒に遊ぶことを楽しむ。 
 
ほしぐみ 

◇友だちとルールを守って遊ぶことを楽しむ。 

◇見通しを持って、次の活動を考えながら生活する。 

今月の行事 
８日(木) ３学期始業式 

２０日(火) 誕生会 
 
いよいよ３学期がスタートしました。 

それぞれの学年で、進級・進学に向け

て少しずつ取り組みを始めます。 
 

 今月の聖句 

いっしょ 
じっくりと ／ 広がる 

 
イエスは知恵が増し、背丈も伸び、神と人とに 

愛された。 

ルカによる福音書２章５２節    

法人の理念 

キリスト教の愛の精神に立って、福祉サービス
を必要とするすべての人に仕え、日常を支援し
常に人々の人権を護り、その人格の尊厳を尊重
する。 

１月の園だより 
2025 年度 久宝まぶねこども園 

℡072-992-2033 

新年を迎えました。年末年始はどのように過ごされたでしょうか。 

休み明けは、クリスマスやお正月を家族で楽しく過ごした話を、笑顔いっぱいで

お話ししてくれることと思います。 

さて、今年度もあと３カ月となりました。3学期の行事や進学・進級に向けて

の取り組みを含め、この１年も神さまの恵み深いお守りとお導きの中、心身とも

に健やかに過ごすことが出来るようと願います。 

本年も保護者の皆様と共に子どもたちの成長と笑顔を見守り、楽しい時間を共

有したいと思います。 

本年もよろしくお願いいたします。             職員一同 

家庭連絡  
◆寒さが厳しくなってきました。お子様に合わせ

て、動きやすい防寒着をご用意ください。安全

確保の意味を含め、フードや紐がない物をご用

意ください。必ず本人の名前を分かるところに

記入してください。スパンコールやビーズ等が

付いている服も取れた時、誤飲の危険が生じる

ため、控えてください。 

◆園児や家族の方が感染症（インフルエンザ・コ

ロナウイルス・マイコプラズマ肺炎・アデノウ

イルス・胃腸炎など）に罹患された時は報告を

お願いします。 

 感染予防のためにも、手洗い・うがい・消毒を

十分に行いましょう。 

◆登園は９時 30 分までにお願いします。 

９時 30 分の時点で確認できている出席人数と

遅刻等の連絡が入っている人数で給食人数を報

告する関係上、欠席や遅刻の連絡は必ず９時

15 分までにお願いします。 

◆平日お仕事がお休みの時に登園される場合は、

９時から 17 時の間でご利用ください。その際

は、乳児クラスは連絡ノートに、幼児クラスは

元気カードにその旨を記入し、緊急連絡先の優

先順位をご記入いただくか、コドモンに連絡事

項でお知らせください。また、予定よりお仕事

が早く終わられた場合なども、お迎えの時間を

早めてくださるよう、ご協力をお願いします。 

◆保育短時間認定のお子様は、登降園時の保育室

までの送迎が９時から 17 時までの間に、１号

認定のお子様は、９時半から１４時半までにお

願いします。コドモンの打刻も同様にお願いし

ます。 

苦情解決委員会 

苦情受付担当者：島内久美子・吉髙知恵子 

苦情解決責任者：五十嵐宏枝 

第三者委員  ：畑 健次郎・花岡 尚樹 

        酒井 咲子 

明けましておめでとうございます。新年も神様からのお守りがありますように。 

 子どもたちが成長していくためには、たくさんの人たちの手助けや支えが必要で

す。一生懸命にやっていても、子育てには思い通りにいかないことがよくあります。

クリスマスに生まれたイエス様もそうでした。神の子だから苦労知らずであったの

ではなく、むしろ反対で誕生の時から困難でした。出産間際の妊婦であったにもか

かわらず、母マリアは宿屋に入って体を休めることができませんでした。はたから

見れば「運が悪い」「何かの罰が当たっている」と見えたかもしれません。しかし、

彼女たちに家畜小屋という場所を提供し、イエス様のベビーベッドとして「飼い葉

おけ（まぶね）」を提供してくれた人たちがいました。困っている人を放っておけず

に助けてくれた無名の人たち。そのようなたくさんの人たちに支えられて、イエス

様は生まれ、そして成長していきました。どんなに運が悪くて、神様から見放され

たと感じられる時でも、手を差し伸べてくれる人たちがいる。目に見えない神様は、

人の手を通して私たちに働かれます。そのような時にこそ「神と人からの恵みを受

けて」ということが、実感されるのではないでしょうか。この新年も、私たちは神

様とまわりにいるたくさんの人たちとに支えられて、共に分かち合う歩みへと導か

れて参ります。                    チャプレン・牛田匡 

今月のうた  
♪ 祈ってごらんわかるから 

（讃美歌） 

♪ ドレミのまほう  

自転車の交通安全 
 
道路交通法の改正に基づいて、４月

から自転車の交通違反に『交通反則

制度』が導入されます。大人が見本

として、子どもたちに伝えながら、

幼児期の間に正しい交通ルールを身

につけられるようにしましょう。 


